
（仮称）「動物のいる自然の森公園」のあり方について　概要版� ６�

樹冠の世界（世界の動物ゾーン）の展示イメージ�

展示内容�

このゾーンでは、地球上で最も多様な環境を有している熱帯雨林をテーマとして取り上げ、�
普段意識することの少ない森林の樹冠の環境を展示する。�
�

展示方法�

樹冠と林床の違いを体感できるように、来園者自身が樹林の高い位置に登り樹冠をのぞき込�
むような展示手法を取り入れる。そのため、木々の間を高い位置で通る木橋による観覧動線を�
設ける。�

園内配置�

高低差を生かし、かつ既存木を展示の背景として利用するため、既存林を有するため池北側�
の斜面地に配置する。�

動物種�

現在の展示動物から、樹冠生活に適合した熱帯雨林の動物を中心に選定する。�

「樹冠の世界」の展示構成�

テナガザル類�
�

フランソアルトン�
�（親善動物）�
�

サイチョウ類、オオハシ類�
�インコ類�
�グリーンイグアナ�
�

アンゴラコロブス�
�

側面のイメージ�

木々の間を抜けるように進む木橋。�
（森の中の空中散歩を演出）�

止まり木や本当の木を展示の中に�
取り入れ、木々の間を行き来する�
樹冠動物本来の行動をうながす展�
示を行う。�
このことにより、動物の精神的ス�
トレスや運動不足の解消を図る。�

サイチョウ類、オオハシ類�
インコ類�
グリーンイグアナ� テナガザル類�

断面のイメージ�

冬季の気候に対応できない鳥類や�
爬虫類は、温室状の展示室を用意�
する。�

展示の背景には、樹林（現況木）�
を配し、樹冠動物の生息環境を�
再現する。�


